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１６

INFORMATION

　
富
士
北
麓
地
方
は
、
県
内
で
も
降
雪
量
の
多
い
地
域

で
あ
り
、
特
に
昨
年
度
の
冬
は
観
測
史
上
希
に
み
る
降

雪
量
を
記
録
し
ま
し
た
。
降
雪
の
際
は
、
除
雪
車
に
よ

り
除
雪
を
行
い
ま
す
が
、
市
街
地
の
細
い
路
地
や
歩
道

上
に
つ
き
ま
し
て
は
除
雪
が
行
き
届
か
な
い
状
況
で
す
。

�

昨
年
度
は
降
雪
の
た
め
、
住
民
、
特
に
通
学
児
童
が

歩
道
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
、
車
道
を
歩
く
な
ど
危
険

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

自
治
会
や
組
、
更
に
は
各
家
庭
の
皆
様
が
協
力
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
歩
道
等
の
雪
掻
き
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
¬
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
、
地
域
か
ら
」
で
あ

り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
警
察
署

�
�専

門
家
相
談
会
の
ご
案
内

◆
相
談
内
容
・
独
立
開
業
相
談
・
経
営
の
手
法

　
　
　
　
　
・
経
営
の
革
新
・
近
代
化
・
合
理
化

　
　
　
　
　
・
経
営
に
関
す
る
な
ん
で
も
相
談

◆
主
　
催
　
郡
内
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
―
　

　
　
　
　�

(

都
留
市
商
工
会)

【
河
口
湖
商
工
会
共
催
】

◆
日
　
時
　
３
月
４
日(

木)

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館
第
１
研
修
室(

相
談
は
無
料)

◆
申
込
先
　
　
郡
内
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

�

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

4
3-

7
4
4
4 

　
　
　
　
　
　F
A
X

0
5
5
4-

4
5-

1
6
4
4

　
　
　
　
　
ま
た
は
　
河
口
湖
商
工
会

�

　
　
　
　
℡
7
3-

1
1
2
2
　F

A
X

7
3-

1
1
2
3

�

　
日
頃
か
ら
様
々
な
手
芸
に
親
し
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ

が
集
う
「
み
ん
な
の
手
芸
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

そ
の
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
展
示
日
時
　
２
月
28
日
（
土
）
～
３
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
）

●
出
展
作
品
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
編
み
物
・
織
物
・

　
　
　
　
　
　
粘
土
細
工
・
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
陶
芸
・

　
　
　
　
　
　
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
・
ク
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
・

　
　
　
　
　
　
ち
ぎ
り
絵
・
切
り
絵
・
押
し
花
・

　
　
　
　
　
　
生
活
小
物
細
工
・
絵
手
紙
な
ど

●
展
示
場
所
　
山
梨
県
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
富
士
吉
田
市
上
吉
田
２
２
７
７
‐
３
）

●
主
催
者
　
　
み
ん
な
の
手
芸
展
実
行
委
員
会

●
問
合
先
　
（
財
）
山
梨
県
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

�

　
　
　
　
　
℡
２
４
‐
４
４
０
６
（
堀
内
、
森
嶋
）

��

経
済
的
理
由
で
、
高
等
学
校
に
修
学
困
難
な
学
生�

に
対
し
て
奨
学
金
を
援
助
し
ま
す
。

●
奨
学
金
　
毎
年
７
万
×
３
年
間
合
計
21
万
円
（
返
済
不
要
）

●
対
　
象
　
高
等
学
校
長
の
推
薦
者
よ
り
、
当
財
団
の
　

　
　
　
　
選
考
委
員
会
で
決
定
す
る
　
毎
年
７
～
９
人

●
申
込
み
方
法
　
高
校
入
学
後
五
月
末
日
ま
で
に
高
校

　
　
　
　
　
へ
申
込
み
、
校
長
の
推
薦
を
得
る
こ
と

◆
奨
学
金
賛
助
会
員
募
集
◆

　
こ
の
奨
学
金
は
、
富
士
河
口
湖
町
や
富
士
吉
田
市
を

中
心
と
す
る
富
士
北
麓
地
域
の
有
志
の
皆
様
方
の
善
意

の
持
寄
り
金
（
賛
助
会
費
）
に
よ
り
昭
和
62
年
か
ら
富

士
産
業
文
化
振
興
会
を
組
織
し
、
奨
学
金
を
交
付
し
て

参
り
、
現
在
ま
で
卒
業
生
も
約
百
五
十
名
に
達
し
、
奨

学
金
を
差
し
上
げ
な
が
ら
財
産
が
１
億
円
を
突
破
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
平
成
11
年
４
月
こ
の
基
本

財
産
１
億
円
を
以
っ
て
、
財
団
法
人
富
士
桜
育
英
会
を

主
婦
を
含
む
賛
助
会
員
約
百
名
の
皆
様
で
設
立
し
、
現

在
活
動
中
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
苦
学
生
を
援
助
で

き
る
よ
う
賛
助
会
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す

●
１
口
　
毎
月
１
千
円
（
何
口
で
も
結
構
で
す
）

●
振
込
金
融
機
関
　
山
梨
中
央
銀
行
吉
田
支
店
、
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

�

山
梨
信
用
金
庫
富
士
吉
田
支
店

�

　
　
　
　
　
　
　 

都
留
信
用
組
合
　
本
店

【
い
ず
れ
の
金
融
機
関
の
支
店
か
ら
の
口
座
振
込
み
料
は
無
料
で
す
】

●
お
問
合
せ
先
　
財
団
法
人
富
士
桜
育
英
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
６
４
２
‐
３

　
　
　
　
　�

 

（
株
）
森
嶋
ビ
ル
二
階
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
2
4
‐
2
3
3
1

���

自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校
を
卒
業
で
き
る

の
が
、
通
信
制
高
校
で
す
。
勉
強
す
る
内
容
は
全
日
制
・

定
時
制
と
全
く
同
じ
で
す
。
卒
業
を
目
的
に
入
学
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
定
の
科
目
だ
け
勉
強
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
募
集
人
員
　
普
通
科
　
１
０
０
名

◆
募
集
期
間
　
３
月
１
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
（
土
日
祭
日
及
び
３
月
10
日
は
除
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
但
し
３
月
31
日
は
正
午
ま
で
、
）

◆
出
願
及
び
問
合
せ
先

　
　
　
山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
　
通
信
制

　
　
　
　
甲
府
市
飯
田
５
丁
目
６
番
23
号

　
　
　
　
　
℡
０
５
５
２
‐
２
２
６
‐
４
４
１
１(

代
表)

★
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
受
験
準
備
講
座

　
　
日
　
時
　
４
月
上
旬
～
18
日
間
　

　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
９
時

�

　
受
講
料
　
会
員
　
３
万
円
、
会
員
外
３
万
２
千
円

�

　
　
　
　
　
　
　(

テ
キ
ス
ト
代
、
願
書
代
別
途)

�

　
締
　
切
　
２
月
下
旬

★
２
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座

　�

日
　
時
　
４
月
上
旬
～
40
日
間
　

　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
９
時

　
　
受
講
料
　
会
員
　
４
万
円
、
会
員
外
４
万
２
千
円

　
　
　
　
　
　�

(

テ
キ
ス
ト
代
、
願
書
代
別
途)

　
　
締
　
切
　
２
月
下
旬

雪
か
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
県
民
文
化
祭 

第
10
回
み
ん
な
の
手
芸
展
」
開
催

（
財
）富
士
桜
育
英
会 

第
18
回
奨
学
生
に
つ
い
て

中
央
高
校
通
信
制
　
入
学
生
募
集

＝
あ
た
ら
し
く
独
立
・
開
業
を
め
ざ
す
方
々
、
経
営

　
革
新
・
事
業
転
換
・
多
角
化
を
し
た
い
中
小
企
業

　
者
・
開
業
ま
も
な
い
経
営
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
＝

応
援
し
ま
す
！

身
に
つ
け
よ
う
！
知
識
・
技
能
は
あ
な
た
の
資
産
で
す
。
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INFORMATION

★
普
通
職
業
訓
練
生

　
募
集
職
種
　
木
造
建
築
科
、
配
管
科
、
塑
性
加
工
科
、

　
　
　
　
　�

建
築
塗
装
科
、
左
官
科

　
期
　
間
　
各
科
と
も
３
ヵ
年(

夜
間
訓
練
、
午
後
６
時

　
　
　
　
　
～
９
時
、
昼
間
訓
練
、
第
２
・
４
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
５
時)

　
特
　
典
　
技
能
士
補
資
格
取
得

　
　
　
　
国
家
技
能
検
定
試
験
２
級
の
学
科
試
験
免
除

　
　
　
　
国
家
技
能
検
定
試
験
１
級
受
験
に
必
要
な
実�

　
　
　
　
務
経
験
年
数
の
短
縮

　
締
　
切
　
３
月
15
日

◎
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
２
２
‐
５
２
１
４

【
講
座
受
講
生
募
集
】

＝
普
通
職
業
訓
練
生
＝

●
募
集
職
種
　
木
造
建
築
科
・
配
管
科
・
塑
性
加
工
科
・

　
　
　
　
　
　
建
築
塗
装
科
・
左
官
科

●
期
　
間
　
各
科
と
も
３
ヶ
年
（
夜
間
訓
練
；
午
後
６

　
　
　
　
　
時
～
９
時
　
昼
間
訓
練
；
第
２
・
４
土
曜

　
　
　
　
　 

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

●
特
　
典
　
技
能
士
補
資
格
取
得

　
　
　
　
　
国
家
技
能
検
定
試
験
２
級
学
科
試
験
免
除

　
　
　
　
　
国
家
技
能
検
定
試
験
１
級
受
験
に
必
要
な

 
 
 
 
 
 
 
 
�

実
務
経
験
年
数
の
短
縮

＝
木
造
建
築
物
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習
＝

●
日
　
時
　
年
３
月
23
日
（
火
）
24
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
45
分
集
合

●
場
　
所
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

●
受
講
料
　
全
科
目
1
0,
5
0
0
円

　
　
　
　
（
一
部
免
除
9,
5
0
0
円
）
　
　

　
　
　
　
（
受
付
時
、
手
数
料
5
0
0
円
頂
き
ま
す
）

●
締
切
り
　
定
員
60
名
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

●
問
合
せ
・
申
込
み
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

�

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
２
２
‐
５
２
１
４

●
実
施
日
　
２
月
28
日
（
土
）
午
後
４
時
～
午
後
８
時

●
対
象
者
　
男
性
20
代
～
30
代
の
峡
北
地
区
在
住
の
独
身
者

　
　
　
　
　
女
性
20
代
～
30
代
の
独
身
者
（
地
域
限
定
な
し
）

●
実
施
場
所
「
誓
い
の
丘
イ
ス
ト
ア
ー
ル
」
（
双
葉
町)

 
 
 
 
 
 
 
 
�

　
（
現
地
集
合
・
現
地
解
散
）

●
参
加
料
　
　
男
性
４
０
０
０
円
　
女
性
２
０
０
０
円

●
募
集
人
数
　
男
女
各
15
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
締
め
切
り
　
２
月
16
日
（
月
）

●
申
込
方
法
　
申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て
申
込
み
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
（
郵
送
の
場
合
は
現
金
書
留
で
）

●
申
込
・
問
合
先
　
峡
北
広
域
事
務
組
合
ふ
る
さ
と
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　�

韮
崎
市
本
町
４
‐
９
‐
４
８

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
1
‐
2
0
‐
1
3
5
4
（
直
通
）

　
町
で
は
、
芸
術
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
地

域
振
興
を
図
る
個
人
や
団
体
を
対
象
に
し
た
助
成
制
度

「
梶
原
林
作
基
金
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

�

詳
し
い
内
容
や
申
請
に
つ
い
て
は
、
文
化
振
興
局

　(

７
２
‐
５
５
７
７)

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

U
R
L

　ht
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
p
l
o
.
j
d
a
.
g
o
.
j
p

　

E

‐m
a
i
l

　h
p
1
@
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
p
l
o
.
j
d
a
.
g
o
.
j
p

応
募
希
望
者
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部
　
　
大
月
募
集
事
務
所

�

　
　
　
　
大
月
市
御
太
刀
２
‐
８
‐
10
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
電
話
：
０
５
５
４
‐
２
２
‐
１
２
９
８ 

「
誓
い
の
丘
イ
ス
ト
ア
ー
ル
」
で

　
　
　
豪
華
デ
ィ
ナ
ー
を
食
べ
な
が
ら

　
　
　
　
　
す
て
き
な
出
会
い
を
・
・
・

梶
原
林
作
基
金
助
成
制
度
に
つ
い
て

平
成
16
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

募集種目

22歳以上

26歳未満の者

（22歳未満の者

は大卒（見込含））

18歳以上

34歳未満の

18歳以上

保有する技能に

応じ53～55歳

未満の者

入隊後約１年で

３等陸･海･空尉

大学院修士学位取得

者は２等陸･海･空尉

免許取得後

歯科は２等陸･海･空尉

薬剤科は入隊後約１年

で３等陸･海･空尉

２年間で10日間訓練

参加後予備自衛官とし

て任用

３年間で50日間訓練
参加後予備自衛官とし
て任用

Ｈ１６年４月上旬

～５月上旬

第１回
Ｈ16年1月13日
　　�～
Ｈ16年4月9日
第２回
Ｈ16年7月20日
　　�～
Ｈ16年10月15日

第１回
Ｈ16年4月中旬
第２回
Ｈ16年10月中旬
�
第1回で採用予定者
に達した場合
第2回は実施しない

Ｈ１６年５月下旬

区　　分 願書受付期間

幹部候補生

予備自衛官補

第１次試験 概　　要
資格

専門の大卒（見込

含）20歳以上30歳

未満（薬剤は26歳

未満の者（薬学修

士学位取得者は28

歳未満）

一
般
・
技
術

一 

般

技 

能

歯
科
・
薬
剤



広
報
富
士
河
口
湖

　
１８

町の文化財紹介

冨
士
御
室
浅
間
神
社
（
Ⅱ
）

いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
こ
の
は
な
さ
く

こ

の

は

な

の

さ

く

や

び

あ

こ
の

は
な 

 
 
 

の 
 

さ
く 

 
 

や 
 
 

ひ
め
の
み
こ
と

お
お
や
ま
ず
み
の
み
こ
と

に
に
ぎ
の
み
こ
と

み
こ
と

ほ 

す
そ
り
の 

み
こ
と

ほ 

あ
か
り
の 

み
こ
と

ひ
こ 

 
 
 

ほ 
 
 
 
 

ほ 
 
 
 
 
 

で
み
の

お
ん
た
ね

あ
ま
の
お
し
ほ
み
の
み
こ
と

む
す
め

や
ひ
め
の
み
こ
と 

《
ご
祭
神
》

�
冨
士
御
室

浅
間
神
社
の

ご
祭
神
は
、

神
社
規
則
に

は
「
木
花
咲

耶
姫
命
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
命
に
つ
い
て
、

『
日
本
書
紀
』
の
記
述
と
よ
び
名
は
「
木

花
之
開
耶
姫
命
」
で
、
『
古
事
記
』
に
は
、

「
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
」
と
あ
る
。
そ
の

神
名
の
意
味
は
“
木
の
花
の
咲
き
匂
う
よ

う
に
美
し
い
”
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

�

神
社
文
書
を
は
じ
め
日
本
神
話
の
『
古

事
記
』
、
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
咲

耶
姫
は
、
大
山
　
命
（
山
を
支
配
す
る
神
）

の
女
で
瓊
瓊
杵
尊
の
神
后
で
あ
る
。
瓊
瓊

杵
尊
は
、
天
照
大
神
の
孫
で
、
天
忍
穂
耳
尊

の
子
に
当
た
る
。

�

瓊
瓊
杵
尊
は
、
天
照
大
神
の
命
に
よ
り

国
土
を
統
治
す
る
た
め
、
高
天
原
か
ら
筑

紫
の
日
向
国
高
千
穂
の
峰
に
降
り
（
天
孫

降
臨
）
、
の
ち
咲
耶
姫
を
娶
っ
た
。

�

し
か
し
咲
耶
姫
は
、
懐
妊
中
の
御
子
の

こ
と
で
夫
尊
に
疑
念
を
も
た
れ
、
姫
は
そ

の
疑
念
を
晴
ら
す
た
め
、
夫
尊
の
御
胤
な

ら
、
火
も
焼
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
、
室

（
産
室
）
に
火
を
放
ち
火
焔
の
中
で
無
事

三
子
を
生
ん
だ
。
そ
の
三
子
（
神
）
と

は
、
火
蘭
降
命
・
火
明
尊
・
彦
火
火
出
見

尊
で
あ
る
。

�

こ
の
よ
う
に
、
神
社
に
残
る
由
緒
書
の

出
典
は
『
古
事
記
』
あ
る
い
は
『
日
本
書

紀
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
本
社
は
「
安
産
の
神
様
」
と
し
て
妊

（
産
）
婦
の
崇
敬
を
集
め
て
い
る
。
後
に

武
田
信
玄
の
わ
が
子
に
寄
せ
る
愛
情
の
現

れ
で
あ
る
「
安
産
祈
願
文
」
の

奉
納
も
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

�

《
山
宮
と
里
宮
》

�

冨
士
御
室
浅
間
神
社
に
は
、

山
宮
（
富
士
山
二
合
目
）
と
里

宮
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
関
係
は
、
わ
が

国
の
古
代
か
ら
の
信
仰
で
「
神
」
は
春
に

な
る
と
、
山
か
ら
野
・
里
に
降
り
、
農
耕

の
神
を
つ
か
さ
ど
り
、
秋
の
実
り
を
見
届
け

里
か
ら
野
・
山
へ
と
帰
る
と
い
う
古
事
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
春
に
山
か
ら
出

て
こ
ら
れ
秋
ま
で
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
里

宮
と
い
い
、
里
か
ら
帰
ら
れ
冬
期
を
過
ご

す
と
こ
ろ
が
山
宮
で
あ
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
山
宮
は
神
ま
た
は
祖
先
の
霊
を

葬
っ
た
地
。
里
宮
（
氏
神
）
は
、
神
ま
た

は
祖
先
の
霊
を
祀
っ
た
地
と
も
考
え
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
た
め
春
・
秋
の
祭
り
の
と

き
に
は
、
山
宮
よ
り
里
宮
へ
神
・
祖
先
の

霊
を
遷
し
祭
る
信
仰
行
事
が
、
今
で
も
全

国
各
地
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
勝
山
も
し

か
り
で
あ
る
。

��

《
例
祭
》

�

　
氏
神
冨
士
御
室
浅
間
神
社
春
の
例
祭
は
、

境
内
に
桜
の
花
が
美
し
く
咲
き
誇
る
時
に

春
の
花
祭
り
と
言
わ
れ
た
。
古
式
流
鏑
馬

祭
が
行
わ
れ
る
。

��

秋
の
例
大
祭
で
神
輿
渡
御
警
護
（
ひ
ょ

う
し
ぎ
、
か
な
ぼ
う
、
さ
む
ら
い
、
天
狗
、

弓
持
、
れ
い
人
、
稚
児
の
舞
）
例
祭
な
ど

お
ご
そ
か
に
執
行
さ
れ
る
。

�

《
御
神
徳
》

　
冨
士
御
室
浅
間
神
社
は
、
富
士
山
二
合

目
の
霊
水
湧
き
出
る
地
に
、
山
中
最
古
の

浅
間
明
神
と
し
て
創
建
鎮
座
し
、
古
来
よ

り
皇
室
関
係
、
武
田
家
、
郡
内
領
主
、
富

士
講
信
者
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
特
に
、

戦
国
期
に
は
武
田
三
代
と
そ
の
家
臣
等
を

含
め
た
信
仰
は
実
に
厚
く
、
多
く
の
祈
願

文
・
安
堵
状
な
ど
が
本
社
に
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
数
は
江
戸
期
の
も
の
を
含
め

る
と
三
十
九
通
に
も
及
ん
で
い
る
。
そ
の

う
ち
の
二
十
五
通
が
山
梨
県
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
殿
は
先
号
で
述
べ
た
よ
う
に
昭
和
49

年
に
里
宮
境
内
に
移
築
さ
れ
、
現
在
は
そ

の
跡
地
に
石
祠
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
富
士
講
の
発
展
と
と
も
に
、
神

田
八
講
・
浅
草
一
三
講
の
永
続
講
・
村
上

講
・
丸
京
講
な
ど
が
神
社
の
護
持
に
尽
力

し
た
。
こ
れ
ら
の
信
者
は
、
江
戸
、
関
東

地
域
の
み
な
ら
ず
、
遠
く
は
東
北
方
面
に

ま
で
及
ん
で
い
っ
た
。

「
神
社
文
書
」
に
よ
る
御
神
徳
は
、
安
産

守
護
・
農
産
、
機
織
り
の
豊
穣
繁
栄
、
航

路
交
通
安
全
、
除
難
家
運
隆
昌
な
ど
に
霊

感
が
あ
ら
た
か
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
山
村
史
　
よ
り

４
月
25
日 

春
の
花
祭 

御
室
浅
間
神
社
例
祭

９
月
９
日
　
　
秋
の
例
大
祭

　
先
号
で
は
、
冨
士
御
室
浅
間
神
社
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
号
で
は
、

ご
祭
神
と
山
宮
、
里
宮
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

【
1
月
9
日
か
ら
1
月
23
日
ま
で
】

お
め
で
た
（
出
生
）

梶
原
　
健
成
　
　
　
博
　
　
博
　
子
　
船
津

小
佐
野
貴
久
　
　
広
　
明
　
良
　
美
　
船
津

深
澤
　
　
怜
　
　
秋
　
彦
　
智
　
子
　
船
津

大
石
　
陸
斗
　
　
睦
　
司
　
和
　
子
　
小
立

渡
邉
　
乃
愛
　
　
辰
　
雄
　
京
　
子
　
小
立

佐
藤
　
朱
菜
　
　
文
　
彦
　
美
　
鈴
　
小
立

古
屋
　
紀
佳
　
　
雅
　
司
　
桂
　
子
　
小
立

渡
辺
　
汰
一
　
　
英
　
和
　
志
　
穂
　
西
湖
西

小
川
　
國
光
　
89
歳
　
小
川
美
代
子
　
船
津

長
山
　
賢
二
　
57
歳
　
長
山
　
　
誠
　
船
津

渡
邉
　
武
久
　
80
歳
　
渡
邉
　
久
雄
　
船
津

保
坂
た
か
子
　
89
歳
　
保
坂
　
和
彦
　
浅
川

古
屋
　
和
　
　
74
歳
　
古
屋
　
明
浩
　
小
立

大
石
　
　
操
　
82
歳
　
大
石
　
一
弘
　
小
立

安
井
　
マ
ツ
　
75
歳
　
渡
邊
　
佐
重
　
小
立

宮
下
　
志
き
　
88
歳
　
宮
下
宗
一
郎
　
河
口

小
佐
野
正
平
　
52
歳
　
小
佐
野
春
美
　
勝
山

渡
辺
　
重
助
　
95
歳
　
渡
辺
　
孝
次
　
西
湖

お
く
や
み
（
死
亡
）



広
報
富
士
河
口
湖

　
１９

河 口 湖 の 気 象河 口 湖 の 気 象河 口 湖 の 気 象 河口湖測候所

年・月

平 均 気 温

9.2℃

－2.4℃ －3.0℃ －4.1℃

2.7℃ 1.8℃

15.1℃(2)

－6.2℃(22) －9.4℃(28)

208.3h

64 %

1.1℃

5.8℃ 8.3℃

13.7℃(5)

69.5㎜ 33.7㎜44.0㎜

144.0h

76 %

過去最高   20.1℃

過去最低 －15.5℃

192.3h

65 %

最高気温

最低気温

日照時間

月最高気温

月最低気温

湿　　度

降 水 量

月
の
平
均

合
計

極
値

14年12月15年12月 平年(30年平均)要素

※月によって資料が変更になります。(  )内は極値の期日

　
１
月
13
日
（
火
）
に
、
『
富
士
河
口
湖
町

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
・
評
議
員
会
合
同
総

会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
合
併
経
過
説
明
、

定
款
、
平
成
15
年
度
事
業
計
画
及
び
歳
入
歳

出
予
算
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
次
の
と

お
り
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
に
委
嘱
状
を

交
付
し
ま
し
た
。
（
役
員
の
任
期
は
、
２
年
）

�

【
会
　
長
】
小
佐
野
常
夫
（
町
長
）

�

【
副
会
長
】
三
浦
隆
一
郎
（
町
議
会
議
長
）

　
　
　
　
　
流
石
　
光
充
（
旧
勝
山
村
社
協
会
長
）

�

【
理
　
事
】
渡
辺
武
彦
、
渡
辺
富
夫
、

　
　
　
　
　
渡
辺
忠
保
、
望
月
幸
子
、

　
　
　
　
　
山
崎
進
一
　
　
（
旧
河
口
湖
）

　
　
　
　
　
流
石
喜
久
男
、
小
佐
野
元
美
、

　
　
　
　
　
小
佐
野
成
太
郎
、
小
林
　
司
、

　
　
　
　
　
流
石
安
正
　
　
（
旧
勝
山
）
、

　
　
　
　
　
三
浦
廣
明
、
朝
比
奈
國
博
、

　
　
　
　
　
宮
下
薫
、
渡
辺
勝
子
、
　
　
　

　
　
　
　
　
朝
比
奈
利
文
　
（
旧
足
和
田
）

�

【
監
　
事
】
三
浦
友
一
　
　
（
旧
勝
山
）
、

　
　
　
　�

朝
比
奈
充
知
　
（
旧
足
和
田
）

�

【
評
議
員
】
駒
谷
隆
利
、
中
村
繁
光
、

　
　
　
　
　
相
沢�

幸
一
、
堀
内
勉
侑
、

　
　
　
　
　
小
河
原
彦
一
、
三
浦
百
合
子
、

　
　
　
　
　
堀
内
有
朋
、
松
浦
み
よ
子
、

　
　
　
　
　
駒
沢
信�

弘
、
堀
内
ち
か
子
、

　
　
　
　
　
梶
原
憲
十
郎
、
高
橋
一
真
、

　
　
　
　
　
渡
辺
千
代
美
、
渡
辺
早
苗
、

　
　
　
　
　
梶
原
信
行
、�

渡
辺
正
人
、

　
　
　
　
　
篠
原
次
江
、
白
壁
三
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
河
口
湖
）
、

　
　
　
　
　
小
佐
野
一
久
、
小
佐
野
勝
郎
、

　
　
　
　
　
瀬
戸
澄
子
、
流
石
治
子
、

　
　
　
　
　
大
石
太
傳
、
倉
沢
か
ね
代
、

　
　
　
　
　
流
石
美
子
、
佐
野
さ
き
子
、

　
　
　
　
　
佐
野
喜
市
、
小
佐
野
載
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
勝
山
）
、

　
　
　
　
　
渡
辺
満
、
宮
下
昭
夫
、

　
　
　
　
　
三
浦
幸
子
、
梶
原
一
栄
、

　
　
　
　
　
渡
辺
浩
毅
、�

渡
辺
勇
一
、

　
　
　
　
　
朝
比
奈
茂
則
、
三
浦
泉
、

　
　
　
　
　
渡
辺
富
子
、
三
浦
ユ
リ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
足
和
田
）

����

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心
身
障
害
児

者
や
そ
の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

交
流
を
図
れ
る
場
と
し
て
、
次
の
と
お
り
、

交
流
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
理
学
療
法
士
を
お
招
き
し
、
家

庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
の
講
演
や
、

実
技
な
ど
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
制
度
の
学
習
会
も
行
い
ま
す
。

�

〔
開
催
日
〕
平
成
16
年
２
年
19
日
（
木
）

〔
開
催
場
所
〕
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
勝
山
小
・
中
学
校
　
隣
）

〔
日
程
〕

�

10
時 

～
　
受
付
・
は
じ
め
の
会

�

10
時
30
分
～

　�

講
演
「
家
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
」

　�

講
師
：
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
理
学
療
法
士
　
有
泉 

静
佳 

氏

�

12
時
～
　
昼
食

�

13
時
～
　
福
祉
制
度
の
学
習
会

�

14
時
～
　
お
わ
り
の
会

〔
対
象
者
〕
町
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳

並
び
に
療
育
手
帳
保
持
者
と
そ
の
家
族

〔
申
込
み
〕
２
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
社
協

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　�

（
℡
７
２ 

-
 

１
４
３
０
）

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

富
士
河
口
湖
町
社
協

　
　
　�
理
事
・
評
議
員
会 

開
催

富
士
河
口
湖
町
社
協

　
　
　
　
理
事
・
評
議
員
会 

開
催

『
心
身
障
害
児
者
交
流
の
集
い
』
開
催

�

　
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
を
学
ぼ
う
！

『
心
身
障
害
児
者
交
流
の
集
い
』
開
催

�

　
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
を
学
ぼ
う
！

1月1日現在
(　)内は前月比

人 口

　男

　女

世 帯

　　23,756

 11,628

 12,128

 7,602

人のうごき人のうごき人のうごき

人 (＋2)

人 (＋6)

人 (－4)

戸 (－3)

日 

時
　
3
月
18
日(

木)

　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ

　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険 

相
談
所

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

渡
邊
　
拓
郎
　
＝
　
宮
脇
　
　
恵
　
船
津

在
原
　
孝
夫
　
＝
　
廣
瀬
　
真
弓
　
勝
山

小
河
原
浩
二
　
＝
　
渡
邉
か
お
り
　
勝
山

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　
　
1
月
号
で
2
名
の
方
の
氏
名
に
間
違
い

　
　
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
お
詫
び
と
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

お
め
で
た

　
（
誤
）
村
松
賢
也 

↓
（
正
）
松
村
賢
也

　
（
誤
）
根
本
翔
太 

↓
（
正
）
根
本
翔
矢

入札結果をお知らせします入札結果をお知らせします入札結果をお知らせします（１月２２日執行分）

北岸幹線汚水管渠布設工事(８工区) 107,835,000大 石 （株）鴻池組

足和田交流センター整備工事 7,980,000長 浜 (株)梶原工業所

土芦戸枝線６号汚水管渠布設工事(１工区) 19,425,000小 立 (株)コバヤシ工業

土芦戸枝線７号汚水管渠布設工事(１工区) 15,750,000小 立 (株)コバヤシ工業

富士見町枝線１号汚水管渠布設工事(１工区) 10,080,000船 津 (有)上田屋商会

富士見町枝線１号汚水管渠布設工事(２工区) 7,875,000船 津 (有)梶美工業

汚水管渠布設工事国補第１工区 10,710,000勝 山 (有)伊藤建設

大石久保井道５番、６番線水路改修工事 3,097,500大 石 �中村左官工業

富士見町枝線１号(２工区)下水道工事
に伴う配水本管布設工事

2,730,000船 津 (有)小佐野設備

事業・工事名 請負金額（円）�請負業者工事個所
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「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

2
0
0
4
年
2
月
 
N
o
.
3
広
報
富
士
河
口
湖

発
行
/
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
役
場

編
集
/
富
士
河
口
湖
町
役
場
　
企
画
課

〒
401-0392　

T
E
L
 
0
5
5
5
-
7
2
-
1
1
2
9

http://w
w

w
.tow

n.fujikaw
aguchiko.yam

anashi.jp/
kikaku@

tow
n.fujikaw

aguchiko.yam
anashi.jp

地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)

平日 １７:００～、土曜日 １２:００～、日曜・祝祭日 ８:００～

CALENDAR 2月8日～3月13日

新
庁
舎
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や

ミ
ニ
展
覧
会
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
新
庁
舎
は
、

町
民
の
皆
さ

ん
に
気
軽
に

足
を
運
ん
で

い
た
だ
こ
う

と
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な

ど
が
で
き
る

広
さ
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
と
１
階
か
ら
２
階
へ
の
階
段
脇
に
は
、

２
つ
の
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
備
え
て
い
ま

す
。

�

こ
の
ス
ペ
ー
ス

を
町
民
の
皆
さ
ん

に
大
い
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
新

庁
舎
を
文
化
あ
ふ

れ
る
庁
舎
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
庁
舎
の
こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
、

様
々
な
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

�

◆�

連
絡
先
　
町
役
場
企
画
課

�

　
　
　
　
　
　
　
（
７
２
‐
１
１
２
９
）

日 Sun. 月 Mon. 火 Tue. 水 Wed. 木 Thu. 金 Fri. 土 Sat.

98 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29

●乳児健診
　　　　(河口湖)

●乳児健診
　　　(河口湖)
●いきいきサロン
　　　(大嵐)

●3歳児健診
　　　　(河口湖)

●サンアイデー●母子手帳交付
●育児相談
●総合相談

●母子手帳交付
●育児相談
●総合相談

●富士山の日
●母子手帳交付
●育児相談
●総合相談

●乳児健診
　　　(河口湖)
●いきいきサロン
　　　(長浜)

●リハビリ教室
　　　(河口湖)
●3歳児健診
　　　(勝山)

●リハビリ教室
　　　(河口湖)
●乳児健診
　　　(勝山)

●乳児健診
　　　(足和田)

●リハビリ教室
　(勝山・足和田)

●行政相談・
　　心配ごと相談
●1歳6ヶ月児健診
　　(河口湖)

●富士山の日
　　　　ウィーク
�（～2月29日）

7 8 9 10 11 12 13

●建国記念日

2 3 4 5 63
1
●母子手帳交付
●育児相談
●総合相談

●母子手帳交付
●育児相談
●総合相談

●リハビリ教室
　　　(河口湖)

●町民相談室
　　　(町役場)
●リハビリ教室
　(勝山・足和田)

●乳児健診
　　　(河口湖)
●いきいきサロン
　　　(長浜)

●リハビリ教室
　　　(河口湖)
●1歳6ヶ月児・
　2歳児健診(勝山)

●1歳6ヶ月児・
　2歳児健診
　　　　(足和田)

●3歳児健診
　　　(河口湖)

●サンアイデー


